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１．背景

1

第３２軍司令部壕は１９４４年（昭和１９年）１２月から１９４５年（昭和２０年）３月にかけて首里城地下に構
築された陣地壕であり、５つの坑口（第１～第５坑口）、２つの立坑（シャフトA・シャフトB）があり、坑道は５つ
の区間（第１～第５坑道）に区分されている。

沖縄戦直後に米軍が第３２軍司令部壕内部の調査を実施したものの、その後は、坑口部分等が崩落し、
立ち入りできない状態が続いていたが、沖縄県が平成５・６年度に試掘調査を行い、第２・第３坑道及び第５
坑道についてはその大部分について立ち入りできる※注ように対策を講じた。

令和６年７月現在においても、これらの立ち入り可能区間は維持されているが、第３２軍司令部壕の中心
部である第１坑道については立ち入ることができず、実態が不明なままとなっている。

※注）坑道の形状は保持され、一定の安全対策が施されているものの、一般公開できる状態ではない。
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２．調査目的

第３２軍司令部壕については、壕の中心部の詳細な実態が把握されておらず、とくに、第１坑道（中
心部）については位置及び内部状態について不明な点が多い。

令和４・５年度詳細調査では、第３２軍司令部壕の全容を把握するためにも、第１坑口、第５坑口、
第１坑道の位置の特定及び内部状態を把握することを目的とした。
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第1坑道中心部の位置・内部状況が不明

■優先目的
・第１坑口の位置の特定
・第１坑道（中心部）の位置の特定及び内部状況の把握

第５坑口の詳細な位置が不明
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３．主な調査実施内容と調査結果

３－１．主な調査実施内容と調査結果（１）

■第１坑口
第１坑口の正確な位置を確認することができた。地表から約4.0mの深さに第３２軍司令部壕の入

口付近の床面や柱、床板等が出土した。

■第５坑口
第５坑口の本来の位置を概ね絞り込むことができた。トロッコレールを新規に確認した。

■第１坑道 （坑口付近および中心部）

５地点でボーリング調査を実施したが、このうち４地点で第１坑道の位置及び床面と判断される地
層を確認した。いずれも坑道内部は崩落し、土砂により閉塞していることを確認した。

整理番号 調査実施年度 調査実施地点 主な調査内容 主な調査結果

1 令和4年度
第1坑道
(園比屋武御嶽石門前県道)

物理探査
ボーリング調査（4孔）

　第1坑道の位置を特定するとともに、床面と考えられる地層を確認した。坑道
内部は崩落し、土砂により閉塞していることを確認した。

2  〃
第1坑道
(歓会門前広場）

物理探査
ボーリング調査（4孔）

　同上

3 令和5年度
第1坑道
（木曳門付近：地点⑨）

ボーリング調査（4孔） 　同上

4  〃
第1坑道
（木曳門付近：地点⑩）

ボーリング調査（3孔） 　同上

5  〃
第1坑道
（木曳門付近：地点⑪）

ボーリング調査（2孔）
　第1坑道の位置を概ね絞り込むことができたと考えられるが、やや不確実性
が残る。坑道内部は崩落し、土砂により閉塞していることを確認した。

6 令和5年度 第1坑口 試掘調査
　米軍や1960年代の那覇市の調査でも確認できていなかったと考えられる第1
坑口の正確な位置を確認できた。地表から約4.0mの深さに第32軍司令部壕の
入口付近の床面や柱、床板等が出土した。

7  〃 第5坑口 試掘調査
　第5坑口の本来の位置を概ね絞り込むことができ、現在門扉が設置されてい
る位置と沖縄戦当時の坑口の位置は概ね一致すると考えられた。壕構築当時
に使用していたと考えられるトロッコのレールが出土した。
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３．主な調査実施内容と調査結果

３－１．主な調査実施内容と調査結果（２）

第１坑口
・第１坑口の正確な位置を確認した。
・坑口付近の床面や柱、床板等が出土した。

第１坑道（園比屋武御嶽石門前県道・歓会門前広場）
・第１坑道の位置を確認した。
・床面と考えられる地層を確認した。
・坑道内部は崩壊し、土砂により閉塞していた。

第１坑道（木曳門付近：地点⑨，地点⑩，地点⑪）
・地点⑨と⑩では第１坑道の位置と床面と考えられる地層を確認した。
・地点⑪では第１坑道の位置を概ね絞り込むことができた。
・いずれの地点も坑道内部は崩壊し、土砂により閉塞していた。

第５坑口
・第３２軍司令部壕構築当時に使用されていたと考えられる

トロッコのレールが出土した。現在、門扉が設置されている
位置と当時の坑口の位置は概ね一致しているのではないか
と考えらる。
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進入立坑・進入坑道

第5坑道
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第2・3坑道
（立入り可能区間）

令和４・５年度 詳細調査実施地点

地点⑨

地点⑩

地点⑪

第１坑道の位置を確認することはできたが、残念ながら、いずれの地点も坑道内部は崩落し、
土砂により閉塞していることが確認された。



３－２．第１坑口試掘調査結果

5

３．主な調査実施内容と調査結果

地表から約4.0mの深さに第３２軍司令部壕の入口付近の床面や柱、床板等が出土し、これまで米

軍や１９６０年代の那覇市の調査でも確認できていなかったと考えられる第１坑口の正確な位置を確
認することができた。坑口の天井部分は既に崩落しており、支柱や梁等の構造物はほとんどが消失
していると考えられる。

第1坑口 試掘調査状況
南

北

掘削断面イメージ図

第１坑口試掘調査範囲
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３－３．第５坑口試掘調査結果

３．主な調査実施内容と調査結果

坑口前面の土砂の盛り上がり部分を中心に掘削を行ったところ、地表から約1.5m～2.0mの深さに

第３２軍司令部壕構築当時に使用されていたと考えられるトロッコのレールが出土した。現在、門扉
が設置されている位置と当時の坑口の位置は概ね一致しているのではないかと考えられた。第5坑
口の本来の位置を概ね絞り込むことができた。

第5坑口 試掘調査前全景

第5坑口 試掘調査後全景

第5坑口 試掘調査 掘削面写真

第5坑口 試掘調査 掘削面スケッチ図
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３－４．第１坑道（園比屋武御嶽石門前県道・歓会門前広場）調査結果

３．主な調査実施内容と調査結果

令和４年度詳細調査では、園比屋武御嶽石門前県道と歓会門広場前の２地点でボーリング調査を
実施した。いずれの箇所も第１坑道の位置を特定するとともに床面と考えられる地層を確認すること
ができたが、坑道内部は崩落し、土砂により閉塞していることを確認した。第１坑道は米軍資料（イン
テリジェンスモノグラフ）に対してやや西側に位置していることを確認した。

第1坑道

第1坑口

第2坑口 第3坑口

進入坑道

第3坑道

エンジニアトンネル

第2坑道

守礼門

歓会門

園比屋武御嶽石門

インテリジェンスモノグラフで
図示された第1坑道

令和４年度詳細調査結果に基づき推定した第１坑道
（インテリジェンスモノグラフに対してやや西側）



３－５．第１坑道（木曳門付近）調査結果
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３．主な調査実施内容と調査結果

令和５年度詳細調査では、木曳門付近の３箇所（地点⑨、地点⑩、地点⑪）でボーリング調査を実
施した。このうち、地点⑨と地点⑩では第１坑道の位置を概ね特定するとともに床面と考えられる地
層を確認することができた。地点⑪ではやや不確実性はあるが、第１坑道の位置を絞り込むことが
できたと考えられる。いずれも坑道内部は崩落し、土砂により閉塞していることを確認した。
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３．主な調査実施内容と調査結果

３－６．第１坑道の想定縦断面

令和４・５年度詳細調査では、第１坑道のスロープ構造を把握することができた。坑口付近から歓
会門前広場に向かう区間の勾配は約5.8～9.2度（10.2～16.2％）前後である。歓会門前広場から木
曳門前広場に向かう区間の勾配は概ね約1.7度（3％）前後で、第５坑道に向かってごく緩やかに傾
斜していると推察される。



４. 第３２軍司令部壕の現況把握

将来的な整備・公開方針を検討するため、構造（施設配置）、内部状態及び地上空間の土地利用
状況等に基づき、第３２軍司令部壕を便宜的に１５の箇所・区間に分割している。箇所・区間ごとに
把握されている現況を整理した。

４－１．第３２軍司令部壕の箇所・区間分割（案）
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４－２．第３２軍司令部壕の箇所・区間ごとの現況把握状況（１） （令和６年７月現在）
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４. 第３２軍司令部壕の現況把握

整理
番号

箇所・区間名
調査実施状況
（実施済み調査）

立入り可否 現況整理

1 第1坑口 試掘調査 立入り不可
試掘調査により、坑口付近の床面や柱、床板等が出土し、第1坑口の正確な位置を
特定することができた。坑口の天井部分は既に崩落しており、支柱や梁等の構造物
はほとんどが消失していると考えられる。

2
第1坑道
 （スロープ部）

物理探査
ボーリング調査

立入り不可
物理探査・ボーリング調査により、第1坑道の位置を特定するとともに、床面と考えら
れる地層を確認した。坑道内部は崩落し、土砂により閉塞していることを確認した。

3
第1坑道
（中心部）

ボーリング調査 立入り不可
木曳門付近のボーリング調査により、第1坑道の位置を概ね特定するとともに、床面
と考えられる地層を確認した。坑道内部は崩落し、土砂により閉塞していることを確
認した。

4
第1坑道
（枝状個室部）

未実施 立入り不可 坑道の位置は特定されておらず、内部状況も不明なままである。

5
第1坑道
（民有地部）

未実施 立入り不可 　〃

6 第2坑口 未実施 立入り不可 坑口の詳細な位置については不明である。

7 第2坑道 試掘調査 立入り可能
平成6・7年度に試掘調査と鋼製支保工の仮設が行われたことで立ち入りが可能と
なった。それ以降も定期的な点検作業が行われ、立入り可能な状態が維持されてい
る。



整理
番号

箇所・区間名
調査実施状況
（実施済み調査）

立入り可否 現況整理

8 第3坑口 未実施 立入り不可 坑口の詳細な位置については不明である。

9 第3坑道 試掘調査 立入り可能
平成6・7年度に試掘調査と鋼製支保工の仮設が行われたことで立ち入りが可能と
なった。定期的な点検作業が行われ、現在も立入り可能な状態が維持されている。

10
エンジニアリング
トンネル

試掘調査 立入り可能
無支保工で坑道が保持されており、一部に当時の抗木が残されているが、エンジ
ニアトンネルの奥は常時、水没している。

11 第4坑口 未実施 立入り不可 坑口の詳細な位置については不明である。

12 第4坑道 未実施 立入り不可 坑道の位置は特定されておらず、内部状況も不明なままである。

13 第5坑口 試掘調査 立入り可能
平成6・7年度に試掘調査と鋼製支保工による坑口（門扉含む）が取り付けられ、立
入り可能となった。定期的な点検作業が行われ、現在も立入り可能な状態が維持さ
れている。

14
第5坑道
（階段部以外）

試掘調査 立入り可能
平成6・7年度に試掘調査と鋼製支保工の仮設が行われたことで立ち入りが可能と
なった。定期的な点検作業が行われ、現在も立入り可能な状態が維持されている。

15
第5坑道
（階段部）

未実施 立入り不可
第5坑道（階段部以外）では、階段部（斜坑部）までは立ち入り可能であるが、当該区
間は崩落し、土砂で閉塞していることが確認されている。

４－２．第３２軍司令部壕の箇所・区間ごとの現況把握状況（２） （令和６年７月現在）
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４. 第３２軍司令部壕の現況把握



５. 第３２軍司令部壕の周知・啓発に係るその他取組

５－１．周知啓発パンフレットの作成・公開
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第３２軍司令部壕の周知・啓発資料として、パンフレットを作成し、沖縄県第３２軍司令部壕HPに公
開している。

第32軍司令部壕 周知・啓発パンフレット （沖縄県第３２軍司令部壕 専用HP https://32okinawa.com/）



５－２．子ども向けクイズの作成
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５. 第３２軍司令部壕の周知・啓発に係るその他取組

第３２軍司令部壕の周知・啓発資料として、子ども向けクイズを作成した。現在、第３２軍司令部壕
HPへの公開に向けて準備作業を進めている。


